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　おせち料理の定番食材のひとつに「くわ
い」があります。食材としての「くわい」は、
オモダカ科オモダカ Sagittaria trifolia L. の
栽培品種であるクワイ ‘Caerulea’ の塊茎
で、多年生の抽水～湿性植物として知られ
ています（角野 2014）。一方で、クワイ
の原種とされるオモダカは、北海道を含む
日本各地に自生し、除草剤耐性を持つ系統
もある事から、水田では厄介な雑草になっ
ています（山河・伊藤 2004）。
　筆者も、知人の水田除草作業を手伝う折、
水稲苗を追い抜く様に育つオモダカを抜く
事がありますが、泥中から綺麗に抜けた個
体の地下には、クワイのミニチュアのよう
な塊茎が付いている姿が見られます。ちょ
うど、年末のスーパーで見かけるクワイの
芽の部分が、そのまま伸びて、泥上へ展葉

しているかのようです。そんなオモダカの
姿を見て、5 年程前のある時「オモダカも、
クワイと同じように食べられるのでは？」
と閃きました。
　早速、水田の持ち主に許可を頂いて、駆
除したオモダカを 3 株ほど泥に包んで自
宅へ持ち帰り、裏庭の土を８分目まで入れ
たバケツで栽培してみました。ちなみにオ
モダカは、形質が遺伝的に安定した種内変
異が多い事で知られており（山河 1991）、
地上部を一見するとクワイと区別しがたい
集団もありますが、今回栽培に用いたのは、
葉身が細めで盛んに開花し、生育する水田
での草丈は 30㎝内外に留まるタイプでし
た（クワイはより大型で葉幅が広い傾向）。
以上の事から、何らかの理由で野生化した
クワイと誤認した可能性は低いと考えられ
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オモダカの塊茎で「おせち」は作れるか？

図 1　水洗いしたオモダカの塊茎



− 80 −　

北方山草 37. 2020

ます。
　栽培を開始したのは 6 月半ば頃だった
ように記憶しています。栽培期間中は常に
水深 1-5cm 程度を維持し、特に肥料は与
えませんでしたが、オモダカは順調に生育
し、7 月頃から盛んに開花を続け、9 月に
は草丈 25cm 程度に達しました。10 月に
は葉が枯れたので、11 月にバケツをひっ
くり返すと、バケツの縁に面した泥に沿っ
て、球状部分の直径が１- ２cm の塊茎が
20 個程収穫できました。塊茎は親株の根
本ではなく、泥の中へ四方に這い出た走
出枝先端に 1 個ずつ形成されているため、
株元を持って引き抜いても、塊茎はほとん
ど付いてきません。
　収穫した塊茎を水洗いしたのが図 1 で
すが、スーパーでよく見る、所謂「青くわ
い」と呼ばれる系統とよく似た色、姿をし
ていて、尖った芽もしっかり確認できます。
収穫した塊茎で、さっそく「オモダカの含

め煮」を作ってみました。クワイを使う場
合は、皮と芽の先端を削ぎ落してから調理
するのが一般的ですが、豆粒サイズのオモ
ダカの塊茎は、剥くと無くなってしまいそ
うです。とりあえず良く洗って、塊茎の節
に付いている薄皮を取り除き、そのまま水
を張った鍋に入れて火にかけました。沸騰
して 15 分くらい煮立たせてから熱湯を捨
て（これがベストかどうか分かりませんが
…）、インターネットで調べたクワイのレ
シピを参考に調理してみた結果が図 2 で
す。
　少し冷めて、味が染みた頃に恐る恐る食
べてみると…味も食感も、ほぼクワイその
もの！栽培品種のクワイに比べると、やや
苦味が強いように感じられましたが、サイ
ズを除けばクワイの含め煮と遜色ないもの
になりました。苦味を強めに感じたのは、
皮を剥かなかった事で灰汁が抜け難かった
ためかもしれません。

図 2　オモダカ塊茎の含め煮
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大沼 : オモダカの塊茎で「おせち」は作れるか？

　年末には少々早い実験でしたが、クワイ
ならぬ「オモダカの塊茎でおせちは作れる
か？」作戦は、とりあえず成功と言えそう
です。ただ、労力と塊茎の大きさ、味のバ
ランスを考えると、あまりお勧めできるも
のではありません。昔の人は、こうしてオ
モダカを掘って食べているうちに、大きく
て味の良いものを選び抜いて、クワイとい
う作物を確立していったのだろうか、等と
想像が膨らむ体験でした。
　最後に、念のため書き添えておきますが、
野生植物の含有成分については詳しく調べ
られていないものも多く、使い方によって
は薬になるものもあれば、思わぬ害を及ぼ
すものもあります。健康への影響には個人
差もあります。また、水田や農耕地等で採
集された雑草については、残留農薬等の影
響も考えられます。そのため、今回の実験

に際しては、毒性等のリスクについて事前
に調べた上で、自宅で栽培した個体を少量
かつ１回限り、試食に用いることとしまし
た。この試食レポートは個人の体験談であ
り、野生植物の試食を安易に勧めるもので
はないことを記します。あくまで娯楽とし
てご笑覧ください。

（北海道医療大学薬学部附属薬用植物園）
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